
子どもとスマホ・携帯などの
    上手な付き合い方

相原知歩さん   佐々木千夏さん

好岡心海ちゃん

相原知歩さん   佐々木千夏さん
えひめ国体注目の的

好岡心海ちゃん
Boys＆ Girls , Be  Ambitious! 

家族のきずな

さき
広報 まっさきにあなたへ。

まさきの魅力と情報をお届け

さき
広報 まっさきにあなたへ。

まさきの魅力と情報をお届け

特 

ま

集

さき人

篠永亮さん  哉乃さん  多希ちゃん  篤くん

特 集

まま
さき人
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県内で自分のスマホ・携帯を所有している児童生徒の割合

増
え
る
ス
マ
ホ
・
携
帯
所
有
者

　

県
教
育
委
員
会
が
県
内
の
公
立
小

学
校
５
、６
年
生
と
公
立
中
学
校
全

生
徒
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と
、
平
成
26
年
に「
自
分
の

携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ
を
所
有
し
て
い

る
児
童
生
徒
」
は
、
学
年
が
上
が
る

に
つ
れ
て
そ
の
割
合
が
高
く
な
り
、

中
学
３
年
生
に
は
半
数
近
く
に
上
る

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た（
上
の
グ

ラ
フ
）。

　

所
有
率
は
、
平
成
22
年
に
比
べ
る

と
、
ど
の
年
代
で
も
上
昇
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
特
に
、
近
年
は
小
学
生
の

増
加
率
が
大
き
く
、
携
帯
電
話
や
ス

マ
ホ
所
有
者
の
低
年
齢
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

大
人
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
が
子
ど

も
だ
っ
た
こ
ろ
を
振
り
返
っ
た
と

き
、「
子
ど
も
が
携
帯
を
持
っ
て
い
る

こ
と
は
珍
し
い
」と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
も
、
ス
マ
ホ
や
携
帯
の

普
及
は
、
大
人
だ
け
で
は
な
く
、
子

ど
も
た
ち
の
中
に
も
広
が
っ
て
い
る

の
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
端
末
を
活
用
　

　

北
伊
予
中
学
校
の
生
徒
会
の
６
人
。

そ
の
中
で
、
自
分
専
用
の
ス
マ
ホ
を

持
っ
て
い
る
の
は
、窪
中
さ
ん
１
人
で

す
。親
が
不
在
の
と
き
の
連
絡
手
段
の

た
め
に
、キ
ッ
ズ
ケ
ー
タ
イ
を
持
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
現
在
、ス
マ
ホ
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
残
り
の
５
人
は
、
自
分
の
ス

マ
ホ
や
携
帯
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。で

も
、特
に
困
っ
て
は
い
な
い
よ
う
で
す
。

そ
の
理
由
は
、ス
マ
ホ
や
携
帯
以
外
の

端
末
で
、連
絡
を
取
っ
た
り
、
自
分
の

時
間
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
す
。タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
端
末
を
活
用
し
て
、Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
親

の
ス
マ
ホ
や
携
帯
で
、調
べ
も
の
や
ゲ
ー

ム
を
し
て
い
る
生
徒
た
ち
も
い
ま
す
。

　
自
分
の
ス
マ
ホ
や
携
帯
が
な
く

て
も
ネ
ッ
ト
が
楽
し
め
る

　

県
内
の
公
立
小
学
校
５
、６
年
生
と

公
立
の
中
学
生
が「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
利
用
で
き
る
自
分
専
用
の
機
器
を

所
有
し
て
い
る
」割
合
は
、全
学
年
で

85
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
ま
す（
県

教
育
委
員
会「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に

関
す
る
調
査
」）。大
人
と
同
様
、子
ど

も
た
ち
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
欠
か

せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

北伊予中学校生徒会の皆さん

（出典）県教育委員会「インターネット等に関する調査」

小学 6 年生 中学 1 年生 中学 2 年生 中学 3 年生小学 5 年生
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17.3 18.6
25.2

31.8

Ｈ22 Ｈ25
Ｈ23 Ｈ26
Ｈ24

43.0
39.939.4

32.7
37.8

40.743.5

28.0
32.3

36.8
41.8

20.9
25.2

32.1
38.0

18.9
26.1

34.4
40.1

県
内
の
子
ど
も
た
ち
の

ス
マ
ホ
・
携
帯
の
所
有
状
況
を
知
る

子どもとスマホ・携帯などの

上手な付き合い方
子どもたちと
考える

　年々、子どものスマートフォン（以下「スマホ」）や携帯の所有率が上
昇しています。便利な反面、思わぬところに危険が潜むスマホや携帯…。
　子どもたちと一緒に、付き合い方を見直してみましょう。

子どもたちはどんな場面で
携帯やスマホを利用しているのでしょうか。

北伊予中学校の生徒会の皆さんに聞きました。

特 集

子どもたちに聞く
「私たちのスマホ・携帯事情」

２
時間目

スマホは、連絡を取ったり、ＬＩＮＥ
をしたりするときに使っています
少しつながりにくいこと
があるだけで、困ったこ
とはないかな

自分のは持っていないけれど、
親のスマホを借りて、調べものやゲームをします

スマホを愛用
窪中美空さん

タブレット
端末を愛用
金子夕菜さん

タブレットがあれば、LINEもできるし
事足ります

タブレットや
オーディオ

プレーヤーが
ない

生活は考えら
れないな

タブレット端末を
愛用
本田晴詩さん

デジタルオーディオ
プレーヤーを愛用

尾山幹大さん

自分のは持っていないけれど、
親のスマホを借りて、調べものやゲームをします

植西准世さん神野誠大さん

スマホや携帯は
ほしいとは
思わないけれど…

スマホや携帯は
ほしいとは
思わないけれど…
思わないけれど…

48.149.250％のライン
所有率

小 5 は 5 年で所有率が約 2 倍に
中 3 になると半数近く所有

概要は…
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松前町消費生活相談員
武田  咲枝  さん

吉村小児科　院長
内海  裕美  先生

伊予医師会主催
「スマホ社会の

落とし穴」 事例その１ 事例その２

ワンクリック詐欺
①　URLを1回クリックしたら「登録ありがとうご
　ざいます」と表示され、登録料金を請求された。
②   ネットサーフィンをしていたらアダルトサイト
　につながり、無料コンテンツだと思い動画を見よ
　うとすると、再生ボタンを押したとたん「自動登
　録された」と表示され、料金請求画面が消えない。

アドバイス　ワンクリックだけでは契約は成立して
　いません。サイトに連絡すると、個人情報を知ら
　れる可能性が…。支払わず、まずは相談を。

プロフ（※）によるトラブル
自分の情報を書き込み、写真を投稿したら…
①　変なメールがたくさん届くようになった
②　落書きや顔写真だけ切り取られ、恥ずかしい
　写真が投稿されてしまった。

アドバイス　インターネットに一度流れた情報は消
　せません。簡単にSNSやブログに個人情報を載せ
　ないようにしましょう。公開した写真に位置情報（ジ

　 オタグ）が付いていると、撮影場所を知られてしま
　います。  ※プロフ…自己紹介のページが作成できるツール

若年者の消費者トラブルで1番多いのは、インター
ネットトラブルです。インターネットは便利で楽しい
反面、多くの危険がひそんでいます。特に個人情報
の取り扱いには注意し、ネット上で知
り合った人を簡単に信用しないように
しましょう。困ったことがあれば、一人
で悩まず、相談窓口に相談してください。

事例その 3

架空請求
　身に覚えのない料金請求メールが何度も届く。

「支払わないと裁判所に訴える」と書いてある。

アドバイス　身に覚えがなければ払う必要はありま
　せん。慌てて業者に連絡せず、落ち着いて対処し、
　心配な場合は相談窓口に相談を。

外
で
遊
ば
な
い
子
ど
も
た
ち

　

平
成
25
年
の
厚
生
労
働
省
研
究
班

の
発
表
に
よ
る
と
、ネ
ッ
ト
依
存
の
中

高
生
は
51
万
８
千
人
で
す
。子
ど
も
の

外
遊
び
の
時
間
を
減
ら
し
た
要
因
の
一

つ
が
、ネ
ッ
ト
依
存
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。実
際
、内
閣
府「
平
成
27
年
版

子
ど
も
・
若
者
白
書
」に
よ
る
と
、小

中
学
生
の
１
～
２
割
は
ほ
と
ん
ど
運
動

を
し
て
い
な
い
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

体
力
・
運
動
能
力
の
低
下

　

外
遊
び
の
減
少
は
、体
力
・
運
動
能

力
の
低
下
を
招
き
ま
す
。先
の「
平
成

27
年
版
子
ど
も
・
若
者
白
書
」で
も
、

小
中
高
生
の
体
力
・
運
動
能
力
は
緩
や

か
に
向
上
し
て
い
る
も
の
の
、昭
和
60

年
こ
ろ
と
比
べ
低
い
水
準
だ
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す（
小
３
男
子
は
昭
和
60
年

と
比
べ
、
50
ｍ
走
は
０・２
７
秒
遅
く
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
は
４・８ｍ
短
い
）。

生
活
習
慣
の
乱
れ

　

ネ
ッ
ト
依
存
は
、生
活
習
慣
の
乱
れ

も
引
き
起
こ
し
ま
す
。県
内
で
も
、自

分
専
用
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で

き
る
機
器
を
持
っ
て
い
る
公
立
小
学
校

５・６
年
生
の
２
割
弱
、
同
じ
く
中
学

生
の
約
３
割
が
１
日
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
使
用
時
間
が
２
時
間
を
超
過（
県
教

育
委
員
会「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
関

す
る
調
査
」）。睡
眠
・
学
習
時
間
の
減

少
を
招
い
て
い
ま
す
。
睡
眠
不
足
は
、

成
長
ホ
ル
モ
ン
や
記
憶
力
の
低
下
、生

活
習
慣
病
の
原
因
と
な
る
な
ど
、子
ど

も
の
発
達
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。ま
た
、発
達
段
階
の
子
ど
も
が

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
発
せ
ら
れ
る

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
を
多
く
浴
び
る
と
、加

齢
に
よ
る
目
の
病
気（
黄
斑
変
性
）が

若
い
う
ち
に
く
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。

乳
幼
児
期
か
ら
関
わ
り
を

　

小
中
学
生
の
心
身
の
影
響
を
考
え

る
上
で
、乳
幼
児
期
か
ら
の
関
わ
り
の

大
切
さ
を
話
す
の
は
、
吉
村
小
児
科

院
長
で
、
日
本
小
児
科
医
会
理
事
の

内
海
裕
美
先
生
で
す
。
４
月
16
日
に

行
わ
れ
た
伊
予
医
師
会
主
催
の
講
演

「
ス
マ
ホ
社
会
の
落
と
し
穴
」で
、次
の

よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
は
、
人
に
関
わ
ら
な
い
と
育
た

な
い
。体
で
覚
え
る
こ
と
は
小
さ
い
こ

ろ
に
し
て
お
か
な
い
と
、人
間
が
培
っ

て
き
た
感
覚
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
る
」

　

ス
マ
ホ
を
使
っ
た
子
育
て
で
は
な

く
、
人
、
自
然
、
物
と
の
触
れ
合
い
の

中
で
の
子
育
て
の
大
切
さ
を
内
海
先

生
は
訴
え
ま
す
。
体
力
・
運
動
能
力
、

言
葉
の
力
や
社
会
性
は
、
機
械
で
あ

る
ス
マ
ホ
か
ら
は
育
む
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。親
の
背
中
を
見
て
子
ど
も
は

育
つ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、子
ど
も

た
ち
に
自
分
の
ス
マ
ホ
や
携
帯
を
持

た
せ
る
前
か
ら
、大
人
の
使
い
方
も
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

請求  登
録料

５万円

個 人
情 報

￥

２
自分のスマホや携帯を持っている子どもたちはもちろん、
それ以外の端末でインターネットを利用する子どもたちも
知っておかなければならない注意点を学びましょう。

便利だけれど落とし穴も…
スマホ・携帯などの注意点を学ぶ

注意点その１

消費者トラブル

注意点その2

健康上の問題

子どもたちの健やかな心身の発達のため、

スマホに頼らない子育てを
乳幼児期から始めよう

consumer affairs 

health problems 

１
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ルールを作る

○使い方を家族で話し合っ
　てルール作り
○ LINE などの SNS は、友
　 達やグループでマナーを  
      守るルール作り

ルールを見直す

ル

ールを守る

子
ど
も
た
ち
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
ず
、
健
康
的
に
、
ま
た
、
安
心
し
て
、

ス
マ
ホ
・
携
帯
な
ど
と
付
き
合
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
―
。

大
人
も
、
子
ど
も
も
、
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

スマホ・携帯の使い方のルールを決めている家庭の割合

ルールの内容  （アンケートで回答があった項目）

（出典）県教育委員会「インターネット等に関する調査」

学  年  が  上  が  る  に  つ  れ  、  下  降
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59.2
58.2

60.759.4
65.4

61.8
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子
ど
も
を
守
る
ル
ー
ル
作
ろ
う

　
「
子
ど
も
に
ス
マ
ホ
や
携
帯
な
ど
を

持
た
せ
る
と
き
の
一
番
の
責
任
は
、保

護
者
に
あ
り
ま
す
」

　

子
ど
も
の
ス
マ
ホ
や
携
帯
の
利
用
に

関
す
る
大
人
の
責
任
を
訴
え
る
の
は
、

愛
媛
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
の
村
上

一
郎
さ
ん
で
す
。
村
上
さ
ん
が
こ
の
よ

う
に
話
す
の
は
、「
保
護
者
の
認
識
不

足
」を
感
じ
て
い
る
た
め
で
す
。
上
の

グ
ラ
フ
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、県

内
の
公
立
の
小
中
学
生
が
い
る
家
庭

で
、ス
マ
ホ
や
携
帯
の
使
い
方
の
ル
ー

ル
を
決
め
て
い
る
家
庭
は
約
５
～
６
割

と
、決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

「
公
益
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協

議
会
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、保

護
者
が
ス
マ
ホ
や
携
帯
の
ル
ー
ル
を
つ

く
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
て
も
、子

ど
も
に
は
そ
の
認
識
が
な
く
、半
数
し

か
ル
ー
ル
が
な
い
と
回
答
し
て
い
る
結

果
も
あ
り
ま
す
」と
、大
人
と
子
ど
も

の
意
識
の
ズ
レ
も
指
摘
し
ま
す
。

　
「
ス
マ
ホ
や
携
帯
な
ど
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と
は
、便
利
な

反
面
、
簡
単
に
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

な
る
前
に
、
保
護
者
が
子
ど
も
た
ち

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　

そ
こ
で
、同
連
合
会
は
、県
と
県
教

育
委
員
会
と
県
下
統
一
の
ル
ー
ル
を
共

同
宣
言
。
保
護
者
を
主
体
と
し
た
家

庭
で
の
ル
ー
ル
作
り
を
訴
え
ま
し
た
。

ル
ー
ル
を
作
り
︑守
り
︑見
直
す

　

統
一
ル
ー
ル
に
は
、３
つ
の
ス
テ
ッ

プ
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ル
ー
ル
は
標
準
的
な
も
の
で
す
。

こ
れ
を
参
考
に
家
庭
に
応
じ
て
約
束

事
を
決
め
、
活
用
し
て
も
ら
え
た
ら
」

と
話
す
村
上
さ
ん
。加
え
て
、継
続
し

て
見
守
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
も

訴
え
ま
す
。

　
「
ル
ー
ル
を
作
っ
た
ら
終
わ
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
循

使用する
時間帯

使用する
場所

メールの
内容

アプリの
制限

使用料金

○使用は時間を守って（原
　則 21 時まで）
○自分も他人も傷つけない
　人に優しい使い方を
○フィルタリング（※）サー
　ビスを解除せず必ず利用

※違法なサイト
を見ることができない
ようにしたり、迷惑メール
などの悪質・違法なサイトにアク
セスすることを制限したりする機能

○子どもの発達段階に応じ
　て見直しを
○ルールの見直しは、家庭
　でしっかり話し合おう
○ 3 ステップ「作る、守る、
　見直す」サイクルが大切

愛媛県 PTA 連合会
「みきゃんと一緒に共同宣言

愛顔で使おう　愛媛のスマ
ホ・ケータイ！」から抜粋

環
さ
せ
る
こ
と
で
効
果
が
あ
り
ま
す
」

　
大
人
も
︑子
ど
も
も
一
緒
に

　

ス
マ
ホ
や
携
帯
を
は
じ
め
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く
に
は
、大

人
も
、子
ど
も
も
、良
い
面
と
悪
い
面

を
理
解
し
た
上
で
、よ
り
良
い
使
い
方

を
一
緒
に
、ま
た
定
期
的
に
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
の
機
会
に
、も

う
一
度
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

福嶋文江さん、文香さん親子。
「夜遅くまではスマホを使わない」
「LINE でグループは、決められたものだけ」

親子で話し合い、楽しく安全に
スマホを利用しています。

み
ん
な
で
ス
マ
ホ
・
携
帯
な
ど
の

上
手
な
付
き
合
い
方
を
考
え
る

上
手
に

付
き
合
う
た
め
の

３
ス
テ
ッ
プ

 

一
．
ル
ー
ル
を
作
る

 

二
．
ル
ー
ル
を
守
る

 

三
．
ル
ー
ル
を
見
直
す

愛媛県 PTA 連合会
会長　村上  一郎 さん

スマホや携帯などを

持たせる前に

考えてみましょう

大
人
と
子
ど
も
が
、

使
い
方
を
一
緒
に
考
え
、

一
緒
に
楽
し
む
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小富士保育所
☎ 984-1161

所長 吉岡　正江
主任保育士 日野　敏美
主任保育士 玉井　由佳

保育士 濱田　　歩
保育士 弓立　祥子
保育士 喜安　真実
保育士 三好　美冬
調理員 豊田　琴美

古城幼稚園
☎ 984-2354

園長 吉岡　友美
主任教諭 尾山　美香

教諭 近藤　友恵
教諭 佃　　侑季

社会教育課
課長 ◎仲島　昌二

課長補佐 伊達　圭亮
生涯学習係

☎ 985-4135
係長 渡辺　　司
主任 河野　正博

人権教育係

☎ 985-4136
社会体育係

☎ 985-4138
係長 髙木　正人
係員 吉岡　昭嘉

新○

新○

新○

4 月 1 日付で定期人事異動を行いました。異動者は 101 人、3 月 31 日付退職者は 13 人。職員体制は次の通りです（産休・育休中の職員などを除く）。
◦えひめ国体のリハーサル大会を行うため、体制を強化。
◦災害対策をさらに強化するため、防災担当理事を配置。
◦愛媛県との人事交流の継続に加え、新たに愛媛県職員の派遣を受け、南黒田工業団地の整備などを積極的に推進。
◎は昇任、　　は新規採用を表します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 平成 28 年度職員体制PICK   UP

総務課
課長 山本　有三

課長補佐 大川　康久
課長補佐 ◎平村　展章

広報情報係

☎ 985-4132
係長 塩梅　敬介
係員 久保　美文
係員 蔭谷　　翼

危機管理係

☎ 985-4103
主任 米家　悠介

企画政策係

☎ 985-4103
係長 ◎田中　志延
係員 小池　知子

職員係

☎ 985-4113
係長 田中　俊臣
主任 西部　真季

健康課
課長 ◎栗田　真吾

課長補佐 和田　欣也
課長補佐 三原三千夫

地域包括支援センター係

☎ 985-4205
主任 森川明日香

主任介護
支援専門員 畑中　真理

主任
社会福祉士 宮下　歩美

主任保健師 平井栄理子
保健師 永田　純子

保健センター係

☎ 985-4118
係長 ◎向井　美弥
係長 森内美奈子

主任保健師 脇水　素子
主任保健師 段ノ上友紀
主任保健師 平野　　愛

保健師 宇都宮すみ
保健師 篠﨑　美貴

主任栄養士 和田　暁子
主任栄養士 長野　弘美

産業課
課長 ◎竹内　友則

課長補佐 山田　　運
課長補佐 近藤　俊彦

国土調査係

☎ 985-4127
係長 永井　　仁                  
係長 松本　　聡                  
主任 菅　　　陽
係員 仲田　昌生

農業振興係

☎ 985-4119
係長 ◎古川　栄一
主任 宇都宮弘之
係員 安藤　恵美

農地係 （農業委員会兼務）

☎ 985-4131
主任 岡田　大介

商工水産観光係

☎ 985-4120
係長 ◎大西　雅弘
主任 松田　周二

上下水道課
課長 ◎黒田　泰弘

課長補佐 ◎渡部　博憲
課長補佐 仙波　晴樹

業務係

☎ 985-4126
☎ 985-4133

係長 髙井　博志
主任 井ノ口義貴

下水道工務係

☎ 985-4231
係長 大政　邦弘

主任技師 谷川　善彦
水道工務係

☎ 985-4229
係長 住田　俊哉
技師 西尾　充弘
技師 宮家　海斗

議会事務局
☎ 985-4130

局長 大政　博文
局長補佐 楠田　匡志

書記 ◎白石　未和

学校教育課
課長 ◎米澤　浩樹

課長補佐 ◎柏原　　正
総務係

☎ 985-4125
係長 米湊みのり
主任 北ケ市文香
係員 松岡　芳弘

学校教育係

☎ 985-4134
係員 小倉　智希
係員 酒井　菜月

北公民館
☎ 984-7529

館長 島田　恵介
主任 巻幡信次郎

東公民館
☎ 984-1159

館長 門田　　博
主任 大西　淳博

西公民館
☎ 984-5313

館長 玉井　信二
係長 中村　慶彦

松前保育所
☎ 984-1068

所長 髙木　結香
主任保育士 武田ひとみ
主任保育士 松本　陽子
主任保育士 藤本　千陽

保育士 林　ゆかり
保育士 神山恵理香
保育士 城本　大輝
調理員 和田真美枝

黒田保育所
☎ 984-1358

所長 重川千恵美
主任保育士 松本奈保美
主任保育士 池田　温美
主任保育士 泉　　千鶴

保育士 西岡　千穂
保育士 竹本　友美
保育士 佐々木優香
保育士 峰岡　　瞳
調理員 中越　敬子

松前幼稚園
☎ 984-1456

園長 川下三枝子
主任教諭 俊成　敦美

教諭 渡邊　裕月
教諭 和田ひかる

青少年補導センター
☎ 985-4142

所長 高田　昭裕

社会教育指導員
☎ 985-4135

指導員 得能美由紀

人権教育協議会事務局
☎ 985-4143

局長 郷田　和美

新○

保険課
課長 大政　哲志

課長補佐 ◎金子　裕之
保険料係

☎ 985-4227
主任 相原　俊二
主任 戸井田　翔

介護保険係

☎ 985-4115
係長 ◎住田　清美
係員 大政　秀之
係員 國信　雅俊

医療保険係

☎ 985-4107
係長 十時　勝弘
主任 手島　大介
主任 中村　明博
係員 大葉　由麻

白鶴保育所
☎ 984-1088

所長 ◎本多　知子
主任保育士 井上みのり
主任保育士 森　めぐみ

保育士 高田佳緒里
保育士 福田　光咲
保育士 山崎　直子
調理員 寺田　理恵

二名保育所
☎ 984-1348

所長 佐伯　初美
主任保育士 野本和香子
主任保育士 新畠真佐美

保育士 佐賀ゆかり
保育士 松岡　麻美
保育士 髙岡　弥生
調理員 前田　香織

産業建設部
部長 ◎徳居　芳之

保健福祉部
部長 ◎久津那良幸

副町長
升田　年紀

防災担当理事
高橋　昌志

総務部
部長 金子　知芳

教育委員会事務局
局長 岡本　　明

町　長
岡本　靖

教育長
本馬　　毅

財政課
課長 久津那延幸
技監 ◎横山　眞史

課長補佐 住田　民章
統計電算係

☎ 985-4101
係長 ◎熊谷　雄史
係員 古川　智洋

財政係

☎ 985-4101
係長 友田　秀樹
主任 大西　秀和
係員 寺尾　文男

入札検査係

☎ 985-4157
主任 山本　康誓
係員 川中　聡子
係員 瀧本　精一

財産管理係

☎ 985-4232
係長 ◎松本　　智
主任 山下有希子

愛媛県地域政策課
主任 田中　浩介

愛媛県後期高齢者医療広域連合

主任 渡辺　雄介

●派遣

会計課
課長 合田　光隆

会計係

☎ 985-4128
係長 柏原　美和
主任 坂本　礼子
係員 田中　亮典

子育て支援センター
☎ 985-4151

主任保育士 喜安　祐子

28 年 3 月 31 日付

（保健福祉部  部長）
　　　　高橋　昌志

（産業建設部  部長）
　　　　升田　年紀

（財政課  技監）
　　　　瀧本　精一

（税務課  課長）
　　　　島田　恵介

（上下水道課  課長）	
　　　　忽那　俊幸

（会計課  課長）
　　　　松岡　芳弘

（上下水道課  課長補佐）
　　　　重川　卓美

（松前保育所  所長）　
　　　　玉田　博子

（黒田保育所  所長）
　　　　西畑　美鈴

（産業課  主任）
　　　　藤﨑　貞親

（学校教育課  調理員）　
　　　　赤松　庄子

（保険課  係員）
　　　　森実　祐規

（松前保育所  保育士）　
　　　　大西　彩子

●退職者

税務課
課長 冨田　　徹

課長補佐 早瀬　晴美
管理収納係

☎ 985-4109
主任 渡部　直樹
主任 ◎西畑　佳樹
係員 須之内彰吾
係員 山村　凌史

町民税係

☎ 985-4110
係長 二宮　昌夫
主任 有光　丈朋  
主任 川上　純司
係員 加藤　潤也

資産税係

☎ 985-4111
係長 田中　孝幸
主任 大塚　英輔
主任 ◎山本　祐輝
係員 福桝　正成

福祉課
課長 西岡きわ子

課長補佐 濱崎　庄二
課長補佐 西岡　真理

障がい福祉係

☎ 985-4112
係長 成田　陽一
主任 町田　　智
主任 松本　良治
係員 原　菜穂子

児童福祉係

☎ 985-4114
係長 楠田　洋子
主任 塩梅　陽子
主任 中矢　大悟
係員 中川　智博
係員 西平　亜弥

人権対策係

☎ 985-4155

町民課
課長 ◎小池　良治

課長補佐    重松　修平
課長補佐 ◎仙波由紀枝

コミュニティ係

☎ 985-4228
係員 西尾　裕美

住民係

☎ 985-4105
係長 徳本　敏子
主任 久津那智子
主任 安村　陽一
係員 井ノ口早奈枝

係員 渡邉　志帆
ごみ対策係

☎ 985-4117
係員 濟川健太郎

生活環境係

☎ 985-4117
係長 河崎　勝司
主任 中矢　裕人

国体推進課
課長 塩梅　　淳

課長補佐 金子　貴徳
総務企画係

☎ 985-4153
主任 松田　拓郎
係員 村主　隆浩

競技運営係

☎ 985-4153
係長 佐藤　真一
主任 東山　伸也
係員 豊田　純一

まちづくり課
課長 松岡　謙三

課長補佐 山田　善仁
課長補佐 板橋　弘和

管理係

☎ 985-4156
係長 ◎林　　　亮
係員 青野　雅雄

町営住宅係

☎ 985-4122
係長 日野　光保
主任 水口　光彦

土木係

☎ 985-4123
係長 野村　雅人

主任技師 大西　貴佳
技師 河内　　竣
係員 武田　　渉

計画建築係

☎ 985-4124
係長 下地　徹典
係員 河上　裕貴

新○

新○

新○

新○

新○

まさき    ❖    2016-5 8広報2016-5  ❖    広報  まさき9



masaki's town news
松前町の旬の情報をパシャリ

まさきの わ だ い

新生活がスタート
入園式・入学式

　町内の小中学校の入学式は 11 日、
町立幼稚園の入園式は 12 日に行われ
ました。新入生たちは上級生らに温か
く迎えられ、期待に胸を膨らませながら
新生活をスタートさせていました。

１_ 中学校生活の一歩を踏み出す（岡田

中学校）　２_ 先生に名前を呼ばれ、緊張

しながら返事をする（松前小学校）３_「う

わー。見たことないものがいっぱいだ」幼

稚園生活に心が弾む（古城幼稚園）　４_
「幼稚園で、あいさつ、きちんとできるかな？」

「はーい」（松前幼稚園）
3

4 5

7 8

1

　松前町交通安全指導員の委嘱式は 4 月
1 日、松前町役場で行われ、代表して松前・
北伊予・岡田校区の各支部長に、岡本町
長から委嘱状が渡されました。
　今回委嘱された指導員は 24 人で、任期
は平成 28 年 4 月 1 日から 30 年 3 月 31 日
まで。指導員は、登下校時の街頭指導など、
松前町の交通安全のために活躍します。

松前支部長　
矢野　正次 さん

交通安全への決意新たに
松前町交通安全指導員委嘱式

北伊予支部長　
仙波　康宏 さん

岡田支部長　
逸見　勝一 さん

6

　「松前町の地域経済活性化に向けた連携・協力協定」
合同締結式は 4 月 18 日、役場で開かれました。
　この協定は、各機関が持つ情報やノウハウを活用して
産業の振興を図り、地域経済の活性化を進めるために
締結されたもの。㈱愛媛銀行（本田元広頭取。写真㊧）、
愛媛信用金庫（弓山慎也理事長。写真㊥）、松山市農業
協同組合（森映一組合長。写真㊨）と締結し、連携を
誓いました。岡本町長は、「この協定で、特産品のブラン
ド化や販路拡大につなげたい」と話していました。

地域経済活性化に向け連携
松前町の地域経済活性化に向けた連携・協力協定

　升田年紀副町長の就任式は 4 月1日、町役場で行われ、
就任にあたっての決意を述べました。任期は、平成 32 年
3 月までです。

升田副町長が就任
平成 28 年度　松前町の体制

「思いもよらず副町長という大役を務めることになりま
した。今後は、職員の皆さんと情報を共有し知恵を出
し合って、松前町のさらなる発展と誇れるライフタウ
ンの実現に向け、しっかりと町長を補佐していきたい
と思います」

◎主な経歴

松前町役場に入庁後、総務・

保健福祉部局などに従事。

保険課長、財政課長を歴任

した後、平成 27 年度に産

業建設部長を務めた。

升田　年紀  副町長
表彰状を手に笑
顔を浮かべる本
間さん㊧と小島
さん㊨

　「平成 27 年国勢調査統計局長表彰」の伝達式は 3 月
29 日、役場で行われ、国勢調査員に従事した小島初美
さん＝筒井＝、本間琴子さん＝宗意原＝に、町長から表
彰状が授与されました。
　この表彰は、総務省が行う国勢調査に長年従事し、調
査の実施に尽力した人に対して贈られるものです。

小島初美さん、本間琴子さんが受賞
平成 27 年国勢調査統計局長表彰

町では、統計調査を行う統計調査員の登録をしていま
す。希望者は財政課統計電算係（☎ 985-4101）まで。

　「防災士研修講座」は 3 月 26 日、役場で行われ、町内
の防災士 45 人が参加しました。
　講座では、愛媛大学防災情報研究センターの竹田正
彦先生と松山地方気象台の船本幸二先生を講師に迎
え、講義を実施。地域を守るための取り組みや地震のメ
カニズムなどを事例を交えながら学び、防災への意識
を高めていました。

地域の防災力を高めるために　
防災士研修講座

2

5_（北伊予中学校）　6_「緊張したな」ほっ

と胸をなでおろす（岡田小学校）　7_ 真新

しい制服に身を包み、新たな希望を持って

111 人が入学（松前中学校）　8_ 初めての

教室と新しい教科書にドキドキ（北伊予小

学校）

masaki's town news
松前町の旬の情報をパシャリ

まさきの わ だ い

新生活がスタート
入園式・入学式

　町内の小中学校の入学式は 11 日、
町立幼稚園の入園式は 12 日に行われ
ました。新入生たちは上級生らに温か
く迎えられ、期待に胸を膨らませながら
新生活をスタートさせていました。

１_ 中学校生活の一歩を踏み出す（岡田

中学校）　２_ 先生に名前を呼ばれ、緊張

しながら返事をする（松前小学校）　３_「う

わー。見たことないものがいっぱいだ」幼

稚園生活に心が弾む（古城幼稚園）　４_
「幼稚園で、元気よくあいさつできるかな？」

「はーい」（松前幼稚園）
3

4 5

7 8

1

6

地域経済活性化に向け連携
松前町の地域経済活性化に向けた連携・協力協定

升田　年紀  副町長

町では、統計調査を行う統計調査員の登録をしていま
す。希望者は財政課統計電算係（☎ 985-4101）まで。

2

５_ 先生や上級生に見守られながら、新入

生代表が「誓いの言葉」（北伊予中学校）　

６_「緊張したな」ほっと胸をなで下ろす（岡

田小学校）　７_ 真新しい制服に身を包み、

新たな希望を持って 111 人が入学（松前中

学校）　８_ 初めての教室と新しい教科書に

ドキドキ（北伊予小学校）
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まさきの わ だ い
masaki's town news

　「愛
え

顔
がお

つなぐえひめ国体松前町実行委員会」の第 2 回
常任委員会は 3 月 22 日、役場で開かれました。
　会では、4 つの専門委員会で決定した事項の報告と、
平成 28 年度事業計画案など 3 議案が審議され、全て
承認されました。本年度のリハーサル大会は、9 月にホッ
ケーとライフル射撃（CP）、11 月にボクシングが行われ
ます。詳しくは、リニューアルした町のえひめ国体・大
会ホームページをご覧ください。

国体に向けて　
えひめ国体松前町実行委員会  第 2 回常任委員会

　愛媛新聞社の企画「高校生記者によるえひめ国体・え
ひめ大会新聞づくり」の一環で 3 月 29 日、伊予高等学校
の生徒が町へ取材を行いました。
　取材では、本町の国体に向けての取り組み状況など、
学生から積極的に質問が行われました。参加した岡本佳
成さん＝塩屋＝は、「みんなに国体への興味を持ってもら
えるよう魅力を伝え、トップレベルのスポーツを見てもら
えるようにしたい。伊予高のPRもしたい」と話していました。

国体を学生が盛り上げる
高校生記者によるえひめ国体・えひめ大会新聞

　日本ボーイスカウト愛媛県連盟松山地区松前第 1 団所
属の竹田大翔さん＝東古泉＝（写真㊧）、十時伶緒さん＝
北川原＝（写真㊥）、福嶋拓哉さん＝永田＝（写真㊨）は
3 月 29 日、各章の進級を報告するため、町長を表敬訪問
しました。
　3 人は技能や面接などの試験を突破し、福嶋さんは隼
スカウト、十時さんと竹田さんは菊スカウトへ進級。今後
も活動を続け、上位スカウトの取得を目指します。

ボーイスカウトでの活躍を報告
技能と心を磨いて進級

障害者差別解消法が
始まっています
　障がい者への差別をなくすことで、障がいのある人もな
い人も共に生きる社会をつくることを目指し、平成28年4
月から「障害者差別解消法」が始まりました。
　この法律では、「不当な差別的取扱い」と「合理的配慮を
しないこと」が差別になります。

　この法律は、上の行政機関や民間事業者が対象です
が、障がいのある人もない人も共に、よりよく生活して
いくためには、一人一人が普段から心掛けていくこと
が大切です。この機会に、みんなで普段の生活を振り
返ってみましょう。

▼「不当な差別的取扱い」って？
　正当な理由なく、障がいがあるということで、サービスの
提供を拒否したり、制限したり、また障がいのない人には付
けない条件を付けたりすることをいいます。

例えば…

　ヘルプカードは、障がいのある人などが、困っていることや手助けがほし
いことを周囲の人に伝え、障がい特性に応じた支援を受けやすくするカード
です。福祉課の窓口で配布しているほか、町ホームページからダウンロード
できますので、活用してください。    問福祉課障がい福祉係　☎ 985―4112

　ヘルプカードにより、障がいのある人が困ってい
ることや、周囲の人がどう対応したらよいか分かる
ので、スムーズな支援ができ、誤解や無理解によっ
て生じるトラブルを減らすことができます。

▼「合理的配慮をしないこと」って？
　障がいのある人から、筆談や読み上げなど、何らか
の配慮を求められた場合、負担になり過ぎない範囲で、
その人の障がいに合った必要な工夫ややり方を行うこ
とを「合理的配慮」といいます。この合理的配慮を障が
いのある人に対して行わないことも、差別となります。

▼法律の範囲
行政機関

（役場など）
民間事業者

（お店や会社）

不当な差別的
取扱い

禁止
（差別的取扱いをして

はいけない）

禁止
（差別的取扱いをして

はいけない）

合理的配慮を
しないこと

法的義務
（配慮を行わなければ

ならない）

努力義務
（配慮を行うよう努め

なければならない）

ヘルプカードを
配布しています

車いすだからという理由
で、お店に入れない

障がいがあるという理由
で、アパートが借りれない

災害時の避難
安全に避難できるよう
に配慮や協力を依頼

パニック、発作
急な体調不良

周囲の人がカードの情報
を基に、適切な対応・配慮

や緊急連絡先に連絡

道に迷ったとき
周囲の人がカードの情報
を基に、道案内や支援機

関へつなぐ

カードを見ることで…
障がい者本人の
意思を尊重し、配
慮と工夫をして
作成しましょう。

活用例

　町は、松前、北伊予、岡田の各校区の老人クラブ総
会に併せ、結婚 50 周年の金婚式を迎えたご夫婦のお
祝いをしました。
　本年度は 64 組のご夫婦が該当となり、岡本町長か
らお祝い状と記念品が贈られました。会場からは、温
かい拍手が送られ、みんなで半世紀の夫婦の絆を祝い
ました。

50 年の夫婦の歩みを祝って
金婚式

 N e w s  役場からのお知らせ
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 役場からのお知らせ N e w s

犬
・
猫
の
不
妊
や
去
勢
手
術
を
助
成
し
ま
す

　

飼
い
犬
・
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
の
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象

❶
平
成
28
年
４
月
１
日
～
29
年
３
月
31

日
ま
で
に
手
術
を
し
て
い
る
こ
と

❷
飼
い
主
は
、
町
内
在
住
で
、
動
物
取

扱
業
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と

 

❸
犬
は
、登
録
し
、28
年
度
の
狂
犬
病
予

防
注
射
済
票
を
交
付
さ
れ
て
い
る
か
、28

年
度
中
に
予
防
接
種
を
受
け
て
い
る
こ
と

❹
町
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▼
補
助
件
数　

犬
・
猫
合
わ
せ
て
先
着

１
３
０
頭

▼
補
助
金
額　

２
３
０
０
円

▼
申
請
方
法　

手
術
終
了
後
、
補
助
金

交
付
申
請
書
、補
助
金
請
求
書
、税
情
報

等
開
示
同
意
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
な
ど
は
町
民
課
窓
口
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
手
術
費
の
助
成
方
法
　
提
出
書
類
を

確
認
し
、助
成
を
決
定
し
た
場
合
に
、指

定
口
座
に
補
助
金
を
振
り
込
み
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

29
年
３
月
31
日
ま
で

▼
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
生
活
環
境
係　

☎
９
８
５
―
４
１
１
７

農
家
の
皆
さ
ん
へ

周
り
に
配
慮
し
た
田
畑
の
野
焼
き
を

　

田
畑
の
稲
わ
ら
、
麦
わ
ら
な
ど
の
野

焼
き
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
で
焼
却
禁
止
の
例
外

と
な
っ
て
い
ま
す
。
焼
却
を
行
う
と
き

は
次
の
点
に
配
慮
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
周
り
へ
の
配
慮

・
近
所
の
人
に
声
を
掛
け
て
か
ら
焼
却

を
行
う
よ
う
に
す
る
。

・
風
が
強
い
日
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い

る
日
は
中
止
す
る
。

・
風
向
き
を
十
分
に
考
慮
し
て
行
う
。

▼
焼
却
中
の
注
意
事
項

・
焼
却
中
は
、
水
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意

し
、
そ
ば
を
離
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
焼
却
後
は
、
火
が
消
え
た
こ
と
を
必

ず
確
認
す
る
。

問
産
業
課
農
業
振
興
係 

 　
　
　
　
　

☎
９
８
５
―
４
１
１
９

　

松
前
消
防
署

☎
９
８
４
―
３
４
０
４

第
47
回

郷
土
を
美
し
く
す
る
清
掃
を
行
い
ま
す

﹁
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
﹂
の
支
給

　

本
年
度
も
、
町
内
の
公
共
の
場
所
に

あ
る
ご
み
や
雑
草
な
ど
を
取
り
除
く「
郷

土
を
美
し
く
す
る
清
掃
」
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
４
日
（
土
）　

９
時
～

※
雨
天
時
は
、
６
月
18
日
（
土
）
に
延

期
し
ま
す
。

▼
場
所
　
塩
屋
海
岸
、
北
黒
田
・
新
立

　

低
所
得
者
の
高
齢
者
を
支
援
す
る
た

め
、
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

申
請
書
は
５
月
末
こ
ろ
、支
給
対
象
と

見
込
ま
れ
る
人
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

▼
対
象　

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
の
対
象
者
の
う
ち
、
28
年
度
中
に
満

▼
場
所　

伊
予
鉄
道
古
泉
駅
東　

▼
募
集
区
画
数　

１
区
画（
30
㎡
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

▼
申
し
込
み
方
法　

　

産
業
課
に
あ
る
「
ま
さ
き
農
園
利
用

申
込
書
」に
記
入
、
押
印（
シ
ャ
チ
ハ
タ

不
可
）し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

５
月
31
日（
火
）

▼
申
込
先　

産
業
課
農
業
振
興
係

☎
９
８
５
―
４
１
１
９

エディオン●

伊予鉄古泉駅

関西造園● R5
6

●エミフルマサキ

アカチャン
ホンポ
　●

まさき農園

セーラー
松前店
   ●

ま
さ
き
農
園
利
用
者
募
集

　

野
菜
、
花
な
ど
の
栽
培
を
通
じ
て
自

然
と
触
れ
合
い
、
農
業
に
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、
ま
さ
き
農
園
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
期
間　

　

契
約
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

（
以
後
１
年
ご
と
に
更
新
）

▼
利
用
資
格　

　

町
内
在
住
の
人（
１
世
帯
１
区
画
）

▼
利
用
方
法

　

で
き
る
だ
け
農
薬
、
化
学
肥
料
を
使

わ
な
い
栽
培
方
法（
有
機
栽
培
）と
し
、

果
樹
な
ど
の
永
年
作
物
の
栽
培
は
不
可

と
し
ま
す
。

▼
賃
借
料　

年
間
５
千
円

※
貸
付
期
間
の
途
中
か
ら
利
用
の
場
合

は
月
割
と
な
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、20
歳
に
な
っ

て
国
民
年
金
に
加
入
し
た
も
の
の
、
所

得
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
難
し
い

学
生
が
、
申
請
を
行
う
こ
と
で
納
付
期

間
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

た
だ
し
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
将

来
受
け
取
る
老
齢
年
金
額
の
対
象
期
間

に
含
ま
れ
な
い
た
め
、
受
給
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
。
減
額
分
は
、
追
納
制
度
を

利
用
し
て
、
満
額
に
戻
す
こ
と
が
可
能

で
す
。詳
し
く
は
、日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
制
度
で「
学
生
」は
、大
学（
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、専
修
学
校
、一
部
の
海
外
大
学
の
日

本
分
校
に
在
学
す
る
人
で
、
夜
間
・
定

時
制
・
通
信
課
程
の
人
も
含
み
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

▼
審
査
の
方
法　

一
般
の
免
除
申
請
と

違
い
本
人
の
所
得
の
み
で
審
査
し
ま
す
。

▼
手
続
き
に
つ
い
て　

年
金
手
帳
、学
生

証（
有
効
期
限
記
載
）か
在
学
証
明
書
、
印

鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）、離
職
票（
前
年
の
所

得
が
あ
っ
た
人
）を
持
っ
て
、町
民
課
か
松
山

西
年
金
事
務
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
手
続
き
の
簡
素
化　

前
年
度
に
学
生

納
付
特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
、
ハ
ガ

キ
様
式
の
申
請
書
が
届
い
た
人
は
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
ポ
ス
ト
に
投
函
す

る
と
、
学
生
証
や
在
学
証
明
書
を
添
付

せ
ず
継
続
の
た
め
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

問
町
民
課
住
民
係☎

９
８
５
―
４
１
０
６

　

松
山
西
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
９
２
５
―
５
１
７
５

　昨年10月から11月にかけて行った「公共施設に関す
るアンケート調査」の結果を公表しています。このアン
ケートは、公共施設の必要性やあり方を検討し、長期的
な視点で公共施設の更新、統廃合、長寿命化など総合的
な管理について、基本的な考え方を定める「松前町公共
施設等総合管理計画」の策定に当たり、参考とするため
に行ったものです。アンケートにご協力いただいた皆さ
ん、ありがとうございました。

▼結果の見方　
町ホームページで公表して
います。インターネットを使
用していない人は、役場３
階の財政課窓口で冊子（無
料）を配布しています。

▼調査結果の要約（一部抜粋）　
・  公共施設の更新問題が社会問題化している 
  ことを半数以上が知らず、関心度は低い。
・  規模縮小への取り組みの必要性について、 
  8割以上が賛成。
・  今後の公共施設の建替えや維持管理の考え
  方については「現在ある施設に優先順位をつ
  け、必要なものだけを建て替え維持し、老朽化
  したもの、必要のないものは減らす」が最も高 
  く、施設の縮減に約9割が肯定的な意見。
・  建替えや維持管理への財源が不足した場合
  の対応は、「公共施設を統廃合し、財政状況に
  見合った規模にする」が約7割で最も多く、統
  廃合などでの規模縮減に肯定的な意見が多い。

公共施設に関する
アンケート調査の結果を公表します

海
岸
、松
前
港
内
港
、

行
政
区
の
指
定
場
所

な
ど

問
町
民
課

　

ご
み
対
策
係 

   

☎
９
８
５
―
４
１
１
７

65
歳
以
上
と
な
る
人

▼
支
給
額　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

３
万
円

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係（
申
請
方
法
） 

☎
９
８
５
―
４
１
１
２

　

厚
生
労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
制
度
）

☎
０
５
７
０
―
０
３
７
―
１
９
２
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の「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」か「
通
知
カ
ー

ド
な
ど
の
番
号
確
認
書
類
と
運
転
免
許

書
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
」（
軽
自
の
み
）

【
自
動
車
税
】

①
自
動
車
検
査
証
②
生
計
同
一
者
か
常
時

介
護
者
が
運
転
す
る
場
合
は
❶
生
計
同

一
証
明
書
か
常
時
介
護
証
明
書   

❷
通
学
・

通
園
・
通
所
証
明
書
、通
院
証
明
書
か
通

勤
・
生
業
証
明
書（
い
ず
れ
も
条
件
あ
り
）

※
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
税
は
、
納
税
通
知
書
が
届

い
て
か
ら
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限　

５
月
24
日（
火
）

▼
申
請
先

（
自
動
車
税
）県
中
予
地
方
局
課
税
課

 

自
動
車
税
担
当　
☎
９
０
９
―
８
７
５
４

（
軽
自
動
車
税
）税
務
課
町
民
税
係

　
　
　
　
　
　

☎
９
８
５
―
４
１
１
０

　

自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
を

（
１
台
に
限
り
）減
免
し
ま
す
。

▼
対
象　

障
が
い
者
本
人
が
所
有
す
る

自
動
車（
18
歳
未
満
ま
た
は
療
育
手
帳
、

精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
そ
の
人
と
生
計
を
一
に

す
る
家
族
の
所
有
車
も
含
む
）を
次
の

い
ず
れ
か
の
人
が
運
転
す
る
場
合

①
障
が
い
者
本
人

②
障
が
い
者
と
生
計
を
一
に
す
る
家
族

③
障
が
い
者
だ
け
の
世
帯
の
障
が
い
者

を
常
時
介
護
す
る
人

▼
減
免
の
対
象
と
な
る
障
が
い
の
範
囲

　

左
表
の
と
お
り

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

【
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
共
通
】　

①
各
種
手
帳
②
運
転
免
許
証（
運
転
者
の

も
の
）
③
納
税
通
知
書（
軽
自
の
み
）
④
印

鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）
⑤
納
税
義
務
者

障
が
い
の
あ
る
人
の

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
を
減
免
し
ま
す

◎身体障がい者手帳の区分

障がいの区分 本人が運転 生計同一者、
常時介護者

視覚障がい １級～４級
聴覚障がい ２級・３級
平衡機能障がい ３級
音声機 能、言 語 障
がい又はそしゃく機
能の障がい

３級
（喉頭摘出だけ）

上肢不自由 １級・２級
下肢不自由 １ 級～ 6 級 １ 級～３級
体幹不自由 １ ～３級・５級 １ 級～３級
乳幼児期以前
の非進行性脳
病変による運
動機能障がい

上肢
機能 １級・２級

移動
機能 １級～ 6 級 １級～３級

心臓機能障がい

１級・３級

じん臓機能障がい
呼吸器機能障がい
ぼうこう又は直腸の
機能障がい
小腸の機能障がい
ヒト免疫不全ウイル
スによる免疫機能
障がい １級～３級

肝臓機能障がい

◎療育手帳の区分　A 判定
◎精神障がい者保健福祉手帳の区分　１級

人
権
擁
護
委
員
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に

注
意
を
払
い
、
も
し
侵
害
さ
れ
た
と
き

に
は
相
談
を
受
け
、
被
害
者
を
救
済
す

る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
街
頭
で
の
啓
発
、
講
演
会

や
座
談
会
な
ど
を
通
し
て
、
人
権
の
大

切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

《
松
前
町
の
人
権
擁
護
委
員
》

《
人
権
に
関
す
る
相
談
窓
口
》

　

家
庭
内
の
問
題
、
体
罰
や
い
じ
め
な

ど
の
人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、
人

権
擁
護
委
員
か
松
山
地
方
法
務
局（
☎

９
３
２
―
０
８
８
８
）ま
で
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

月
に
１
回
、
人
権
相
談
も
行
っ
て
い

ま
す（
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
）。

▼
日
時　

毎
月
25
日（
土
日
の
場
合
は
、

翌
日
・
翌
々
日
）　

10
時
～
17
時

▼
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー　

２
階
第
２

研
修
室

▼
電
話
番
号　

☎
９
８
５
―
１
３
１
３

◉
相
談
窓
口
を
特
設
し
ま
す

　

６
月
１
日
は『
人
権
擁
護
委
員
の
日
』

で
す
。
そ
の
日
に
合
わ
せ
、
相
談
窓
口

を
そ
れ
ぞ
れ
開
設
し
ま
す（
相
談
無
料
、

秘
密
厳
守
）。

《
特
設
人
権
相
談
所
》

▼
日
時
　
６
月
１
日（
水
）　

10
時
～

17
時

▼
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー　

２
階
第
２

研
修
室

▼
相
談
担
当
者   

町
人
権
擁
護
委
員

▼
電
話
番
号　

☎
９
８
５
―
１
３
１
３

《
電
話
相
談
》

▼
日
時　

６
月
１
日（
水
）　

９
時
～
21

時▼
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員

▼
電
話
番
号　

☎
０
１
２
０
―
４
５
９
―

７
３
７（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
社
会
教
育
課
人
権
教
育
係　

☎
９
８
５
―
４
１
３
６

　

「守ろう人権　なくそう差別」

2016　明るい人権の町づくり大会

問社会教育課人権教育係　☎ 985-4136

◎講師紹介

　蓮池  薫  さん

　 新 潟県生まれ。昭
和 53 年、中央大学在
学中に拉 致 され、24
年間北朝鮮で生活。
　帰国後、市 役 所勤
務を 経て、中央 大 学
に復学。卒業後は、新潟大学大学院に進学し、
現在は新潟産業大学の准教授として、韓国語や
韓国文化を教えているほか、韓国語本の翻訳を
行っている。著書に『夢うばわれても  拉致と人
生』『半島へ、ふたたび』などがある。

◦日時　　５月14日㊏13 時～ （受け付け12時30 分～）
◦会場　　文化センター　広域学習ホール
◦内容　　開会行事（13 時～）
　　      　　  　伊予万歳　大間ありあけ会の皆さん
　　　　　記念講演（13 時 50 分～）
　　　　　　講師　新潟産業大学経済学部　准教授
　　　　　　　　　蓮池　薫 さん
　　　　　　演題　「夢と絆」
　　　　　　※手話と要約筆記がつきます。
　　　　　閉会行事（15 時 20 分～）
◦参加費　無料

※ 無料託児あります。希望者は事前に社会教育課へ。

武智和孝さん
＝西古泉＝

松田雅子さん
＝鶴吉＝

水本諭さん
＝新立＝

平井章能さん
＝昌農内＝

大西克彦さん
＝西高柳＝

田中安男さん
＝大溝＝

平
成
28
年

経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
を
行
い
ま
す

　

６
月
１
日
、
全
国
全
て
の
事
業
所
と

企
業
が
対
象
の
「
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活

動
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
事
業
内
容
、
売
上
・

費
用
、
設
備
投
資
な
ど
企
業
の
経
済
活

動
を
調
査
し
ま
す
。
結
果
は
、
政
策
決

定
や
経
営
計
画
の
参
考
資
料
と
し
て
、

私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め

に
活
用
し
ま
す
。

　

５
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
証
を
持
っ

た
調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
の
お
願
い

に
各
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
の
内
容
は
、
統
計
上
の
目
的
以

外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
財
政
課
統
計
電
算
係 

 　
　
　
　
　

☎
９
８
５
―
４
１
０
１

　平成 28 年 4 月から、南海トラフ巨大地震をはじめ、ゲリラ
豪雨など災害へ備えるため、防災担当理事を配置しました。

▼理事を配置した背景　24 年 4 月に防災担当副町長を、27 年
4 月からは担当分野を分けた副町長2人制を導入してきました
が、これらを引き継ぎ、防災対策に継続して力を入れるため。

▼紹介
　高橋昌志  防災担当理事

「今まで行ってきた防災に関する
取り組みについて、対策したもの
と未実施の課題などに整理を行
っていき、いざというときに役立
てていきたいと思います」

防災担当理事を
配置しました

松前の
防災力
総務課危機管理係
☎ 985―4103
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高齢者のための
在宅生活支援サービス

高齢者ができる限り住み慣れた地域や家庭で

自立した生活を送れるよう、必要な支援を行っています。

サービスを利用するときは、

その必要性を各事例ごとに地域ケア会議で協議します。

利用者負担金は、サービスによって異なります。

　地域包括支援センターは、高齢者とその家族の
在宅介護に関する総合的な相談を受け付け、必要
なサービスを受けるための連絡や調整などを行って
います。
　また、地域の最寄りの相談窓口として、在宅介護
支援センターを設置しています。お気軽にご利用く
ださい。

問松前町地域包括支援センター  　 ☎ 985―4205
　  松前町在宅介護支援センター         
                                          　　みどり  （筒井 710-1）

　鶴寿荘   （鶴吉 635-1）

　菜の花   （神崎 578-1）

　エンゼル （北川原 33-1）

　のどか     （北黒田 173-1）

☎ 985―2121
☎ 985―0405
☎ 984―7366
☎ 984―6407
☎  961―6353

　
　介護予防生活
　支援サービス

調理が困難な独居高齢者など
に､ 昼食を各家庭まで届けるほ
か、本人の安否確認を行います。

❶配食サービス

寝たきりや重度の認知症の高齢
者を自宅で介護していて、町民
税非課税の家族に対し、介護手
当を支給します。

❷在宅寝たきり老人等介護手当支給

要介護度 4･5 程度の高齢者を介
護していて、町民税非課税の家
族に介護用品 （オムツなど）を現
物支給します。  

❶家族介護用品の支給

独居高齢者などの安否確認や相
談のほか、急病などの緊急時に
備え、緊急通報装置を貸与します。

❻緊急通報体制整備

心身機能の低下により、日常生活
に不安のある独居高齢者などに、
電磁調理器、火災警報器などの
生活用具を給付します。

❺日常生活用具給付

介護保険サービスを受けていな
い要援護高齢者に、一時的に特
別養護老人ホームなどで宿泊し
てもらい、生活を援助します。

❹自立ショートステイ

家に閉じこもりがちな高齢者に
福祉センターなどで、日常動作
訓練、レクリエーションなどの
サービスを提供します。

❸生きがいデイサービス

緊急通報装置の設置において、
電話機の設置が難しい高齢者の
場合に、電話機を貸与して連絡
手段を確保します。

❼老人福祉電話貸与

生活支援ヘルパーを派遣し、高
齢者の日常生活、家事などを支
援します。

❷生活支援ヘルパー派遣

　家族介護
　支援サービス

新戦力の消防団16人に任命書を交付
松前消防署☎ 984―3404

消防署
だより

　松前町消防団（池内勝彦団長）
の 28 年度入団式は４月 1 日、松
前防災センターで行われ、団長
から 16 人に任命書が交付されま
した。新入団員は、「自分たちの
町は自分たちで守る」精神のもと、
消防・防災に関する知識や技術
を取得し、地域防災の中核的存
在として活躍します。

第３分団本村班

砂
す な

野
の

　順
じゅん

一
い ち

第６分団大溝班

佐
さ

々
さ

木
き

　洋
ひろし

第８分団西古泉班

重
し げ

松
ま つ

　幸
こ う

造
ぞ う

第２分団宗意原班

小
こ

林
ばやし

　将
しょう

有
と

第３分団筒井班

國
く に

田
た

　昌
ま さ

徳
の り

第６分団永田班

楠
く す

本
も と

　祐
ゆ う

司
じ

第２分団宗意原班

稲
い な

本
も と

　泰
や す

久
ひ さ

第５分団神崎班

山
や ま

下
し た

　英
え い

治
じ

第７分団恵久美班

橘
たちばな

　正
ま さ

登
と

第１分団南黒田班

松
ま つ

岡
お か

　功
よ し

憲
の り

第１分団南黒田班

第８分団西古泉班

季
き

羽
ば

　信
の ぶ

雄
お

第８分団西古泉班

第６分団横田班

西
に し

岡
お か

　隆
た か

史
し

第６分団横田班

第８分団昌農内班

関
せ き

谷
や

　猛
たけし

第８分団昌農内班

第５分団神崎班

池
い け

内
う ち

　康
や す

彦
ひ こ

第５分団神崎班第２分団新立班

穴
あ な

山
や ま

　励
れ い

第２分団新立班

丸
ま る

久
く

保
ぼ

信
し ん

介
す け

第２分団新立班

以下 28 年度新入団員（敬称略）

　 住宅用火災警報器の設置率と火災予防条例に適合した設置状況の
把握と、適切な維持管理方法を理解してもらうために、下記の通り調
査を行います。ご協力をお願いします。

▼ 実施期間　5 月 1 日㊐～ 5 月 20 日㊎　9 時～ 19 時

▼ 対象世帯　70 世帯　※無作為に抽出します。

▼ 訪問調査員　松前消防署職員（訪問時、身分証を提示します）

▼質問内容　住宅の形態、住宅用火災報知機の設置状況・作動確認
　　　　　　と結果・取り付けについて

ご協力をお願いします

住宅用火災警報器
設置状況調査

Information
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｢

け
し｣

に
は
植
え
る
こ
と
が
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
種
類
が
あ
り
ま

す
。
特
徴
は
次
の
通
り
で
す
。
町
内
で

も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
見
か
け

た
場
合
は
す
ぐ
に
除
去
す
る
か
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◦
ア
ツ
ミ
ゲ
シ（
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
）

・
花
は
薄
紫
色
で
、
花
び
ら
は
４
枚

・
草
丈
は
50
～
１
０
０
セ
ン
チ
程
度

・
葉
、
茎
、
つ
ぼ
み
の

外
観
は
緑
色

・
上
部
の
葉
は
柄
が

な
く
、
そ
の
基
部
は

茎
を
抱
き
込
む
よ
う

な
形

◦
ケ
シ（
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
）

・
花
は
桃
色
の
八
重
咲
き
が
多
い
が
、

一
重
咲
き
も
あ
る

・
草
丈
は
１
０
０
～
１
６
０
セ
ン
チ
程
度

・
葉
、
茎
、
つ
ぼ
み
な
ど
の
色
は
キ
ャ

ベ
ツ
葉
の
よ
う
で
、

葉
は
互
い
違
い
に
茎

に
つ
く
。
上
部
の
葉

は
柄
が
な
く
、
そ
の

基
部
は
茎
を
抱
き
込

む
よ
う
な
形

問
中
予
保
健
所
企
画
課
医
療
対
策
係　

　
　
　
　
　
　

☎
９
０
９
―
８
７
５
５

消費者力アップ通信

安心して役場の相談窓口にご相談ください！
相談は秘密厳守。匿名でも相談できます。情報提供も受付中です。

▽ 消費者ホットライン ☎ 188（9 時～ 17 時）

▽ 消費生活相談窓口（産業課内）☎ 985-4120　
毎週火曜日、第 1 金曜日は専門の相談員が対応します。

【アドバイス】
○  商品名や購入目的をはっきり告げない電話勧誘は注意しましょう。 
　最終的に貴金属の買い取りが目的の場合が多いです。
○   契約書面を受領して 8 日以内はクーリング・オフができます。
○   買取業者が「行商従業者証」を携帯しているか、確認しましょう。
○  居座られたり、買取りを強要されたりした場合は、すぐに警察に
　連絡しましょう。

【相談事例】
　リサイクルショップから、「引越しの時期だが不用品はないか？　家
電製品でも食器でも、何でも買い取る」と電話があったので、来訪し
てもらった。不用品を見せると、「貴金属はないと、これだけでは引き
取れない」と言われた。貴金属を売るつもりはなかったが、あまりに
もしつこいので仕方なく見せたところ、安く買い取られてしまった。

「何でも買い取る」
訪問買い取りに注意を

第
21
回
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
推
進
県
民
大
会

６
月
30
日
ま
で
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
実
施
中

禁
止
の
「
け
し
」に
ご
注
意
を

お
知
ら
せ

 I nformation  各機関からのお知らせ

▼
日
時　

６
月
26
日（
日
）９
時
～

▼
場
所　

松
前
公
園
ア
リ
ー
ナ

▼
種
目　

①
女
性
の
部
…
女
性
７
人
以
上
で
編
成

②
一
般
の
部
…
男
性
２
人
、
女
性
４
人

以
上
の
７
人
以
上
で
編
成

※
女
性
・
一
般
の
部
と
も
コ
ー
ト
内
は

６
人
で
試
合

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
・
在
勤
し

て
い
る
人（
学
生
や
生
徒
も
可
）

▼
締
め
切
り　

６
月
15
日（
水
）17
時

▼
代
表
者
会　

【
日 

時
】   

６
月
21
日（
火
）19
時
～

【
場
所
】
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階　

第
１

研
修
室

3
第
28
回

　
松
前
町
レ
ク
・
バ
レ
ー
大
会

1
2
3
共
通
事
項

▼
申
し
込
み
方
法　

松
前
公
園
、
文
化

セ
ン
タ
ー
、
東
・
西
・
北
公
民
館
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
社

会
教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
松
前
町
体
育
協
会
事
務
局

　
（
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
９
８
５
―
４
１
３
８

募 

集

1
松
前
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

▼
日
時　

６
月
12
日（
日
）８
時
30
分
～

▼
場
所　

松
前
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
種
目　

一
般
男
子（
A
・
B
）

　
　
　
　

一
般
女
子

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
し
て
い
る

人
、
ま
た
は
町
内
の
テ
ニ
ス
団
体
に
所

属
し
て
い
る
人

▼
締
め
切
り　

５
月
31
日（
火
）

▼
日
時　

６
月
26
日（
日
）・
７
月
３

日（
日
）９
時
～　

※
予
備
日　

７
月
10
日（
日
）

▼
場
所　

松
前
公
園
多
目
的
広
場
、

松
前
中
学
校

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
・
在
勤
し

て
い
る
18
歳
以
上
の
人（
学
生
、
現
役

の
社
会
人
野
球
選
手
は
不
可
）

▼
締
め
切
り　

６
月
３
日（
金
）17
時

▼
代
表
者
会　

【
日 

時
】６
月
16
日（
木
）19
時
～　

【
場
所
】
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階　

第
１

研
修
室

※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
は
大
会
で
加
入

し
ま
す
。

2
松
前
町
軟
式
野
球
大
会

催 

し

全
国
一
斉
あ
そ
び
の
日

ゲ
ー
ム
ラ
リ
ー
で
遊
ぼ
う

看
護
の
日
　
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

ゲ
ー
ム
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
、思
い

切
り
遊
び
ま
し
ょ
う
。参
加
無
料
で
す
。

▼
日
時　

５
月
21
日（
土
）９
時
～
12

時▼
場
所　

松
前
公
園
体
育
館

▼
申
し
込
み
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
を
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い（
当
日
参
加
も
可
能
）。

▼
締
め
切
り　

５
月
15
日（
日
）

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

松
前
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

　

四
国
が
ん
セ
ン
タ
ー
は
、「
看
護
の

日
」に
合
わ
せ
、
気
軽
に
看
護
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
12
日（
木
）13
時
30
分
～

16
時

▼
場
所　

エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ　

フ
ロ
ー
ラ
ル
コ
ー
ト

▼
内
容　

子
ど
も
調
剤
体
験
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、検
診
車
に
よ
る
無
料
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診（
当
日
申
し
込
み
で
、

40
歳
以
上
の
女
性
、先
着
25
人
を
対
象
）

問
四
国
が
ん
セ
ン
タ
ー
経
営
企
画
室

☎
９
９
９
―
１
１
１
１

（
担
当　

黒
田
）

　
　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
８
４
―
４
１
１
３

▼
日
時　

６
月
21
日（
火
）
13
時
～
15

時
50
分

▼
会
場　

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル 

サ
ブ
ホ
ー

ル（
松
山
市
道
後
町
２
―
５
―
１
）

▼
内
容　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

　

下
記
で
募
集
し
て
い
る
男
女
共
同
参

　

画
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰

基
調
講
演

　

演
題　

働
き
方
の「
カ
イ
ゼ
ン
」
で

　
　
　
　

残
業
削
減
～
仕
事
と
生
活
の

　
　
　
　

調
和
の
す
す
め
～

　

講
師　

 
株
式
会
社
東
レ

　
　
　
　

 
研
究
部
長 

渥
美
由
喜
さ
ん

パ
ネ
ル
ト
ー
ク

▼
参
加
費　

無
料　

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
６
カ
月
～
就
学

前
。
要
事
前
予
約
）。

▼
申
し
込
み
方
法　

代
表
者
氏
名
、
連

絡
先
、参
加
人
数
を
記
入
し
て
ハ
ガ
キ
、

電
話
、  

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い（
※
先
着
８
０
０
人
）。

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

〒
７
９
０
―
８
５
７
０

　

松
山
市
一
番
町
４
丁
目
４
―
２　

　

県
男
女
参
画
・
県
民
協
働
課　

　
　
　
　
　
　

☎
９
１
２
―
２
３
３
２

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
１
２
―
２
４
４
４

メ
ー
ル   danjokyodo@

pref.ehim
e.jp

愛顔あふれる男女共同参画
フォトコンテスト 2016

　家庭、職場や学校などでいきいきと活動している男女の共同参
画に関する愛顔あふれる写真とエピソードを募集しています。

▼ 応募資格　県内在住の人（プロの写真家は不可）

▼ 応募方法　作品のタイトル、作品にまつわるエピソード（150 字
　以内）、応募者の氏名（フリガナ）・性別・年齢・郵便番号・住所・
　電話番号・メールアドレスを記入の上、メール、郵送するか、持
　参してください。　　※  作品には規定があります。詳しくは、
　県ホームページで確認するか、お問い合わせください。

▼ 締め切り　５月 20 日㊎（必着）

▼申込先・問い合わせ　
　〒 790-8570  
　松山市一番町 4 丁目 4 － 2
　県男女参画・県民協働課　
　☎ 912-2332　ＦＡＸ912-2444
　danjokyodo@pref.ehime.jp　　　     昨年度の最優秀 「男料理」

県
職
員
採
用
候
補
者
（
上
級
）

試
験

▼
第
１
次
試
験　

６
月
26
日（
日
）　

松
山
・
東
京
・
大
阪
の
い
ず
れ
か
で
受

験
可
能

※
民
間
企
業
な
ど
で
の
職
務
経
験
者
を

対
象
に
し
た
試
験
も
行
い
ま
す
。

▼
申
込
期
間　

５
月
16
日（
月
）
～
６

月
３
日（
金
）

※
各
試
験
案
内
は
、
５
月
13
日（
金
）

か
ら
、
県
職
員
採
用
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.pref.ehim

e.jp/
em
ploym

ent/

）
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。そ
の
他
、受
験
資
格
、
申
し
込

み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、同
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

☎
９
１
２
―
２
８
２
６
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東
公民館

神
崎
２
１
０

☎
９
８
４

－

１
１
５
９

北
公民館

昌
農
内
４
５
６
︱
１

☎
９
８
４

－

７
５
２
９

　
﹁
伊
予
路
の
春
は
椿
さ
ん
︑
な
ら
ば
岡
田
地
区
の
春
は

北
公
イ
ベ
ン
ト
で
﹂

　

２
月
27
日
︑本
館
利
用
の
皆
さ
ん
が
つ
な
が
り
合
う
こ

と
で
︑
暖
か
い
春
・
心
温
ま
る
春
を
呼
び
込
も
う
と
︑
館

を
あ
げ
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
︒
イ
ベ
ン
ト
に

は
︑２
０
０
人
が
参
加
︒
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
︒

　

当
日
は
︑
イ
ベ
ン
ト
に
先
立
ち
︑
寿
大
学
の
閉
講
式
を

実
施
︒
皆
勤
賞
・
精
勤
賞
を
合
わ
せ
80
人
を
表
彰
し
ま

し
た
︒
会
場
が
祝
賀
ム
ー
ド
で
い
っ
ぱ
い
と
な
っ
た
後
︑

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
児
童
館
の
子
ど
も
た
ち
が
ダ
ン
ス
を
披

露
︒
そ
の
後
︑サ
ー
ク
ル
の
舞
台
発
表
︑展
示
物
や﹁
手
作

り
し
ぐ
れ
と
お
茶
セ
ッ
ト
﹂の
お
も
て
な
し
で
︑
会
場
は

憩
い
の
空
間
に
︱
︒
玄
関
に
は
苔
玉
の
春
が
届
き
︑
名
実

と
も
に
春
の
喜
び
を
感
じ
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
︒

北
伊
予
小
学
校
放
課
後

子
ど
も
教
室　

閉
講
式

春
よ
こ
い

北
公
民
館
イ
ベ
ン
ト

西
公民館

北
黒
田
９
６
６
︱
２

☎
９
８
４

－

５
３
１
３

松
前
小
学
校
放
課
後

子
ど
も
教
室　

閉
講
式

　

３
月
11
日
︑
東
公
民
館
の
大
会
議
室
で
﹁
北
伊
予
小

学
校
放
課
後
子
ど
も
教
室
閉
講
式
﹂
を
行
い
ま
し
た
︒

　

平
成
27
年
度
は
︑
昨
年
の
６
月
に
開
講
し
︑
地
域
の
伝

承
・
も
の
作
り
・
生
き
物
の
観
察
や
手
品
の
ほ
か
︑
新
た

に
シ
ャ
ボ
ン
玉
作
り
や
リ
ズ
ム
教
室
を
取
り
入
れ
︑
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
全
25
回
の
体
験
教
室
を
行
い
ま
し
た
︒

　

閉
講
式
で
は
︑
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
お
も
ち
ゃ
遊
び
な
ど

で
競
い
合
っ
た
こ
と
な
ど
︑
楽
し
か
っ
た
一
年
間
の
活
動

を
振
り
返
り
ま
し
た
︒
最
後
は
︑
子
ど
も
た
ち
が
教
室
で

お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
に﹁
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
﹂と
い
う
感
謝
の
言
葉
を
贈
り
︑
27
年
度
の

教
室
が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
︒

　

28
年
度
の
子
ど
も
教
室
は
︑
６
月
か
ら
開
催
す
る
予

定
で
す
︒

　

３
月
11
日
︑
西
公
民
館
で﹁
松
前
小
学
校
放
課
後
子

ど
も
教
室
の
閉
講
式
﹂を
行
い
ま
し
た
︒

　

平
成
27
年
度
は
︑
お
手
玉
や
け
ん
玉
な
ど
の
昔
の
遊

び
︑
土
笛
や
た
こ
揚
げ
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
全

26
回
開
催
︒
43
人
の
生
徒
が
参
加
し
︑
い
つ
も
よ
り
大

勢
で
に
ぎ
や
か
な
教
室
と
な
り
ま
し
た
︒

　

閉
講
式
で
は
︑
参
加
児
童
の
紹
介
に
続
き
︑
児
童
代

表
が
感
想
を
発
表
︒﹁
他
の
学
年
と
知
り
合
い
に
な
れ

て
良
か
っ
た
﹂﹁
家
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
体
験
で
き
て

よ
か
っ
た
﹂な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
︒　

　

本
年
度
も
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
安
全
管
理
員
の
皆

さ
ん
の
協
力
の
も
と
︑
楽
し
い
子
ど
も
教
室
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
︒
多
く
の
生
徒
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒

公民館からのお便り

　

前
年
度
か
ら
︑
介
護
予
防
の
取
り
組
み
と
し
て
︑

﹁
ま
っ
さ
き
元
気
体
操
﹂︑﹁
コ
ロ
バ
ー
ン
ド
体
操
﹂
を

行
っ
て
い
ま
す
︒
体
操
は
︑
高
齢
者
が
地
域
の
公
民

館
や
集
会
所
な
ど
に
集
ま
っ
て
︑
地
域
の
グ
ル
ー
プ

を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
︒

▲

体
操
の
効
果

　

筋
肉
を
伸
ば
し
た
り
引
っ
張
っ
た
り
す
る
こ
と
で
▽

血
行
を
改
善
さ
せ
る
▽
筋
肉
の
緊
張
を
緩
め
て
柔

軟
性
を
高
め
る
と
と
も
に
︑
筋
萎
縮
を
予
防
し
抑
制

さ
せ
る
▽
神
経
機
能
を
正
常
化
し
︑
向
上
さ
せ
る
と

い
っ
た
効
果
が
あ
り
ま
す
︒

▲

体
操
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
紹
介

さ
ざ
ん
か（
昌
農
内
地
区
）

　

日
時
：
水
曜
日
︵
毎
週
︶　

13
時
30
分
～

　

場
所
：
昌
農
内
集
会
所　

　

人
数
：
10
人

︻
グ
ル
ー
プ
よ
り
一
言
︼

　

平
成
27
年
７
月
か
ら
︑
コ
ロ
バ
ー
ン
ド
を
用
い
て

手
足
な
ど
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う﹁
コ
ロ
バ
ー
ン
ド

体
操
﹂︑
瀬
戸
の
花
嫁
の
曲
に
合
わ
せ
て
体
操
を
す
る

﹁
ま
っ
さ
き
元
気
体
操
﹂を
週

１
回
行
っ
て
い
ま
す
︒
活
動
中

は
︑
メ
ン
バ
ー
と
笑
っ
た
り
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
し
て
︑
和
気

あ
い
あ
い
と
︑
楽
し
く
健
康

な
体
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
︒

　

体
操
を
す
る
と
︑
汗
を
か

き
︑心
も
体
も
す
か
っ
と
爽
や

か
に
な
り
︑
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
ま
す
︒

福祉センター　２階     ☎９８５―４２０５包  括 支 援 セ ン タ ー
community  general  support  center

健   康
オトナの

☎９８５－４１１８

 保健センター
Health management

◉福祉センター２階　健康課保健センター係で血圧測定・健康相談ができます。

事業名 月　日 時　間 場所 内　容

個 別
栄 養 相 談

5 月 11 日㊌ 9 時～
12 時

福
祉
セ
ン
タ

ー

申　

込　

制

糖尿病などの食事指導と相談
※ 1 週間前までに申し込みを。5 月 17 日㊋ 13 時～

16 時

  6 月 1 日㊌ 9 時～
12 時

デ イ ケ ア
（ 精 神 保 健 ）

 5 月 13 日㊎
9 時 30 分～

15 時
レクリエーション、創作活動
など

    6 月 3 日㊎

　「包括支援センター」のコー
ナーで紹介している「コロバーン
ド体操」の一部を紹介します。
　包括支援センターでは、高齢
者を対象にした教室で、ゴムバ
ンドを利用した簡単な筋トレや
ストレッチを指導しています。

問健康課包括支援センター係
　☎ 985-4205

Information

コロバーンド体操

コロバーンド
を両足に引っ
掛け、脚を伸ばした状態で片方の
脚を上げる。

❶ 転倒予防

コロバーンド
が 緩 ま な い
ように注意しながら、片足ずつしっ
かりと腿上げを行う。

10回を
1～ 2セット

10回を
1～ 2セット

❷ 転倒予防・腰痛

1～ 2セット
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◆絵本カーニバル開催中（5 月 30 日㊊まで）

　4 ジャンルの絵本を展示しています。お気に入り
の本をたくさん見つけてください。

◆ブックトーク講習会を行います

　ブックトークは、テーマに沿って複数の本を紹介
し、子どもたちに読書意欲を起こさせる手法です。
　どなたでも参加できますので、興味のある人は
ぜひ参加してください。一緒に楽しくブックトーク
を学びましょう。

▼日時　5 月 27 日㊎　16 時～ 17 時 30 分

▼場所　文化センター2 階

▼ 受講料　無料

▼ 講師　愛媛県立図書館　読書振興グループ係長
　　　　東　智子  司書

ふるさと歴史散歩
～松前史談会レポート～

問　松前史談会（鷲野）☎ 984-5439

三津の松前町へ行ってきましたⅡ

5 月のふるさと歴史散歩は、休みます。

132

　「港山城跡の頂上広場が整備され、登山道には階段もで
きた」との愛媛新聞（3 月 27 日）を読んで、早速二人で出
掛けた。フェリー乗り場の駐車場に車を預け、石崎汽船
や湊三島神社・西性寺を眺めながら渡し場へ。坊っちゃ
んでなくてもびっくりするほど、あっという間に渡し船は
対岸に着く（※）。この道は、伊予鉄港山駅に通じている。
西港山と東港山に挟まれたこの辺りは、河野通春が現れ
そうな不思議な雰囲気を残している。
　登り口は、奥まで見通せる。東京から来たという 3 人
組の女性が竹の杖を貸してくれた。せっかくの親切なの
でありがたく借りたが、そんなに辛い道のりではない。ぱっ
と明るくなると、目の前は伊予灘だ。興居島、中島はもち
ろん、晴れていれば周防大島が見えるという。右下には、
梅津寺の砂浜とターナー島の松がすぐ近くにある。植樹
したばかりの陽光桜が 5 ～ 6 本あり、数輪ずつだが花を
つけている。地元のご婦人がずいぶんと久しぶりに来た
と懐かしそうに話をしてくれたし、花見のグループもいた。
　厳島神社の参道は、藩主のおなり道でもあり幅も広い
が、その先に「相撲取りの墓」がある。三津・大加賀でも
明治 17 年の高潮の被害は甚大だったので、「溺死者供養
碑」がある。この時の高潮は暴風雨によるもので、松前で
は、創建されたばかりの義農神社が倒壊した。

※夏目漱石が松山に赴任した際、最初に降り立ったのが、三津の

　港だった。

₁

₁巨大な石碑が立つ厳島神社参道
　「郷土の相撲人」、「地蔵尊の由
来」の説明板がある
₂三津の渡し船
　奥が西港山。左下に対岸の船着
場がある

2

開館時間　9 時 30 分～ 19 時
問い合わせ　☎ 985-4140
http://www.masaki-bunka.jp/
5 月の休館　31 日㊋

おはなし会
14 日   ㊏ 11時～
文化
センター
２階

ラ イ ブ ラ リ ーふるさと
本を楽しもう １歳です。よろしくね

おうちで給食

１歳です。よろしくね

金
かね

子
こ

　光
こう

星
せい

 くん

筒井
平成 27 年 5 月 28 日生

（父）雅紀さん（母）美保さん

お兄ちゃんと一緒にすくすく
元気に育ってね。

大
おお

政
まさ

　陽
はる

季
き

 くん

筒井
平成 27 年 5 月 8 日生

（父）隆亮さん（母）花奈さん

1歳おめでとう！ これからも
スクスク成長して下さい。

重
しげ

木
き

　爽
そう

輔
すけ

 くん

昌農内
平成 27 年 5 月 30 日生

（父）剛健さん（母）梓さん

すくすく大きくなってね

松
まつ

田
だ

　彩
あや

 ちゃん

新立
平成 27 年 5 月 27 日生

（父）拓郎さん（母）美香子さん

すくすく元気に育ってね。
毎日楽しく過ごせますように！

田
た

中
なか

　杏
あん

 ちゃん

北川原
平成 27 年 5 月 30 日生

（父）博哲さん（母）亜弥さん

これからも元気で健やかに
育ってね。

背景が明るい横長の写真を持参してください。

（デジタルデータも可。USB 不可）　＊先着 6 人です。
募集期間　5 月 2 日㊊～ 5 月 31 日㊋ 　   

▼ 総務課広報情報係　☎ 985︲4132

7 月に１歳になるお子さん募集

エビチリソース
recipe

87

◦ 作り方 ◦

2 Ａで揚げ衣を作り、エビにつけて 170℃
から180℃で 2 ～ 3 分揚げる。

4 フライパンでタマネギをしんなりするま
で炒め、Ｂの調味料を加える。

5 4が沸いたら、2のエビにからめる。

3 タマネギは荒みじん切りにする。

エビは解凍してきれいに洗い、水気を取
る。1

【エネルギー 130kcal（1 人あたり）】

エビは揚げすぎると固くなるので、ご注意を。
豆板醤は、お好みの辛さに調節してください。

◦ 材料 ◦　（4 人分）

冷凍エビ（むき身）…200g
おろししょうが…小さじ1
薄口しょう油…小さじ1/3
酒 ……………小 さじ 2/3
卵……………………1/5 玉
小 麦 粉…………大さじ3
ベーキングパウダー…少々
でんぷん………大さじ2

 

A

揚げ油………………適量
タマネギ……………1/4玉
ケチャップ…………… 30g
豆板醤……………… 少々
濃口しょう油…小さじ1/2
酒 …………… 小 さじ 1/2
砂糖…………………少々
水……………… 大 さじ 1

 

Ｂ

のりもの
バンザイ！

ファースト
ブック

どうぶつ
えほん大集合！

えほんの花
ひーらいた

１

３ ４

２

お花・植物

のりもの 0 ～ 2 歳児

どうぶつ
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　北伊予小学校 6年生の好岡心海ちゃん。バレーボールを頑張る
女の子です。バレーボールを始めたのは、1年生のとき。全日本で
活躍する木村沙織選手に憧れたことがきっかけでした。北伊予に
はチームがないため、松山市椿にあるチームに所属しています。
　「チームで協力するから仲も深まるし、楽しい」とバレーボール
の魅力を話す心海ちゃん。週 5日の練習のほか、家でも家族に教
えてもらったり、テレビで研究したりして、練習に励んでいます。
　このようにバレーボール一色の心海ちゃんですが、4 年生のと
き、全国大会を目標とした厳しい練習で、やめたいと思ったことが
ありました。でも、「仲間が頑張ろうと言ってくれた」と話す心海ちゃ
ん。全国大会への切符をかけた決勝で惜しくも負けてしまいまし
たが、チームのみんなと全力を尽くしました。
　現在、最上級生の心海ちゃんですが、今の悩みの種は、人員不
足です。部員は男女合わせて7人。「人数を集めて試合に出たい」
と話す心海ちゃんが、小学生のみんなへメッセージをくれました。
　「バレーボール、一緒にやってみませんか」

岡田中学校 3年生の相原知歩さんと、松前中学校 3年生
の佐々木千夏さん。空手道でえひめ国体を目指しています。

同じ年で、いとこの関係の2 人。「一緒に成長できている」
と相原さん、「刺激を受けている」と佐々木さんが話すように、
10 年近くお互いの姿を見ながら切磋琢磨してきました。現
在は、えひめ国体のターゲットエイジとして、全国の舞台に
立っています。県の代表として活躍する2 人ですが、今感じ
ているのは、全国のレベルの高さです。「もっと練習しない

と勝てない」と話す佐々木さんは、ソフトテニスと両立しながら体力
やスピードの強化とビデオでの研究を、「力強さ、スピードが違う」と
話す相原さんは、自宅で筋トレをして下半身の強化を図っています。

えひめ国体まであと１年―。小学生のころから目指していた国
体がもう目の前に迫っています。抱負について、相原さんは「愛媛
に貢献できるよう結果を残したい」、佐々木さんは「ベスト８に残り
たい」と力強く話します。えひめ国体で、2 人のキレのある型が披
露される姿が見逃せません。

Kids 北伊予小 6 年・中川原         好
よし

岡
おか

 心
ここ

海
み

 ちゃん    
「バレーボール、一緒にやってみませんか」頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!

松前町は平成 72 年に 25,000 人のまちを維持します

Satistics
統計

（　）は前月比

男性   14,639 人     
女性   16,303 人    
合計   30,942 人    
世帯   13,161 世帯

( ー 27）
  （ー 7）
( ー 34）

( ± 0）

人の動き
 （Ｈ28.3.31現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

軽 自 動 車 税　             　　　            　         全 期

納期限   5 月 31 日㊋ 口座振替  5 月 25 日⺢

表紙の写真
4月15日、小富士保育所の子ども
たちは、池内力さんのれんげ畑に
お出掛けしました。
奥川未

み

彩
いろ

ちゃん、三好彩
さ

文
あや

ちゃん、
白石好

この

花
か

ちゃんは、元気いっぱい
に畑の中を駆けていました。

　5月は、主に岡田・北伊
予地区で、町の特産 「は
だか麦」が黄金色に色付
きます。みんなで出掛け
て、松前町の魅力を再発
見しませんか。
　町内の魅力的な人、物、イベントを知っている人は、総務
課広報情報係 （☎ 985―4132︶ まで連絡してください。

Shining person in Ma
saki

Shining person in M
asa
ki

Shining person in Ma
saki
Shining person in Ma

saki

Shining person in Ma
saki
Shining person in Ma

saki

Shining person in Ma
sakiShining person in Ma

saki

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

◦ PROFILE
しのなが・りょう　消防士。趣味はラグビー、バイク、山登り。　
　本村出身
しのなが・かの　主婦。好きなことはソフトテニス。高知県出身
しのなが・たき　スイミングを頑張る。背泳ぎが好き。6 歳　
しのなが・とく　アンパンマンの「かまめしどん」が好き。2 歳

　本村に住む篠永さんファミリー。いつも明るく、笑いの絶えない
仲良し家族です。
　家に入ると、台所で迎えてくれた亮さん。夫婦で協力して家事と
子育てをしています。「好きなソフトテニスを続けられるのも彼の
おかげです」と哉乃さんもにっこり。協力し合い息ぴったりの2 人
は、「笑いのツボも一緒」だと亮さんは話します。続けて、「いつも
しょうもないことで、遅くまで笑い合っています」と哉乃さんが話
せば、家の中に笑い声がこだまします。
　そんな両親の下で育った多希ちゃん。「嫌と言わずにしてくれる」
と哉乃さんが話すように、家族のために進んでお手伝いをしてい
ます。「体を動かすこととおしゃべりをするのが好き」だという篤く
んの面倒をよく見る優しいお姉ちゃんです。休みの日には、亮さん
の弾くギターに合わせて踊るなどして、家族を楽しませています。
　「山登りしたい」「公共交通機関を使って子どもたちに学んでもら
いながら旅行をしたい」と話す亮さんと哉乃さん。楽しみながらさ
まざまなことに挑戦して、今後も家族の笑顔を増やしていきます。
　次回は、哉乃さんのお友達、小野重美さん＝徳丸＝ファミリー
をご紹介します。

（本村）

篠永亮さん　 哉乃さん   多希ちゃん   篤くん

家 族 の き ず な

皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

Athlete
えひめ国体に向け頑張る選手を紹介します

相原知歩さん＝西古泉＝   佐々木千夏さん＝南黒田＝               
空手道は、四国中央市で開催。
みんなで、地元の選手を応援しよう。

運営ボランティアも募集中（現在 31 人）。
詳しくは国体推進課総務企画係（☎ 985-4153) まで。

国 体  注目の的
え ひ め

町のえひめ国体・大会

のＨＰオープン

町ＨＰからアクセスを
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〶
 791-3192

愛
媛

県
伊

予
郡

松
前

町
大

字
筒

井
631

☎
 089-985-2111 （

代
）

発
　

行
／

松
前

町
編

　
集

／
広

報
編

集
委

員
会

発
行

日
／

平
成

28年
5月

1日

■松前町ホームページアドレス　http://www.town.masaki.ehime.jp/　■携帯電話　http://www.town.masaki.ehime.jp/i/

ま
さ

き
    ❖

    2016-5
広

報

▼
編
集
後
記

　

今
回
の
熊
本
地
震
で
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
は
︑心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
︒復
興
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
︒

　　

子
ど
も
た
ち
の
ス
マ
ホ
や
携

帯
の
所
有
率
に
び
っ
く
り
︒
私
が

学
生
だ
っ
た
こ
ろ
と
の
違
い
に
︑

時
代
の
流
れ
を
感
じ
ま
し
た
⁝
︒

　

そ
し
て
︑
広
報
に
も
若
い
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
メ
ン
バ
ー
が
入
り

ま
し
た
︒
緊
張
し
な
が
ら
︑
カ
メ

ラ
を
構
え
て
い
る
姿
を
見
て﹁
自

分
も
そ
う
だ
っ
た
な
﹂と
︑
し
み

じ
み
︒
こ
こ
で
も
︑
時
代
の
流
れ

を
感
じ
つ
つ
︑当
時
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
︑頑
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が
多
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な
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面
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新
鮮
で
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も
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一
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張
っ
て
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︒
よ
ろ
し
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お

願
い
し
ま
す
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蔭
谷
︶

ってこーわい

　　ってこーわい
行

会 No. 92

　「オフサイドに気をつけろ」「こっちのサイド、あ
いているよ」
　休日の岡田小学校のグランドでは、児童館サッ
カースクールの子どもたちの元気な声が響きます。
　松前小学校や岡田小学校などから、約 50 人が
所属している同スクール。昨年は、新人大会で平
成 2 年の発足以降初となる県大会出場を果たすな
ど、飛躍の 1 年となりました。新チームとなった
現在も、4 月の初旬に行われた東温市ライオンズ
カップで優勝を果たし、先輩たちの勢いを引き継
ぐ形で、結果を残しています。
　「パスワークがよかったから優勝できたと思いま
す」と試合を振り返るのは、新チームでキャプテン
を務める八束紅

か

楓
えで

くん＝西高柳＝です。「パスでつ
ないで、全員サッカーを目指す」というチームの目
標を、一人一人がやり切ったことが結果につなが
りました。
　今年のチームの目標を、「昨年の先輩たちに引き
続いて、県大会に出場する」と話す八束くん。その
傍らでチームメイトたちが「ベスト４に入る」と話
すと、八束くんも力強くうなずきます。パスワー
クを武器に、児童館サッカースクールの快進撃は、
これからも続いていくことでしょう。

「松前町児童館
  岡小サッカースクール」
パスでつなぐ全員サッカーで
高みを目指す

　役場、文化センター、松前公園、東・西・北
公民館に募金箱を設置しています。集まった義
援金は被災地の皆さんへお届けします。皆さ
んの温かいご支援をお待ちしています。

問総務課広報情報係 ☎ 985-4132

平成 28 年  熊本地震義援金
受け付けを開始しています

広告

１. 児童館サッカースクー
ルの子どもたち　２. 真
剣なまなざしで試合形式
の練習を行う

※土日・祝の 9 時から練
習しています。いつでも
体験できますので、希望
する人は児童館（☎ 985-
3388）まで連絡を。２
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